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各地域の無免許で利用可能な周波数帯域

近距離の超高速無線通信に利用

RFフロントエンド図

整合回路の設計

ロードプル測定を
行い最適な負荷の
値を決定

利得の等高線

ZoptZopt
マッチング回路を
用いてインピーダ
ンスをZoptに変換

配線の寄生成分で
インピーダンスが
変わってしまう

Tr.
Ind.

Ind.

Zopt

伝送線路をモデリ
ングして配線兼マ
ッチング回路とし
て用いる

PADの寄生成分を測
定データから引く

・OPEN-SHORT法

OPEN SHORT

PAD

Sig.
GND

GND

寄生成分

パッドとGNDの側
面との間に容量
が付いてしまう

これらの測定データからPADの寄生成分を求める

線路長が200 mと400 mとで特性インピーダンスが異なる

・問題点

OPEN

① OPENのシャント成分を伝送線路の測定データから引く

② ①をR-L-G-Cモデルに置き換え、
単位長さ当たりのL、Rを出す

Lx
③ ②で出したL、Rに線路長を掛け算
し、右のグラフのようにプロットする

④ 近似直線を引き、その切片を
PADのシリーズ成分とする

Lx/2Rx/2

20GHz PLL

Tripler with
Quadrature

 output Down-MixerLNA
トランジスタの利得が小さい

寄生成分の影響が大きい

200 mと400 mとで特性インピーダンスが一致


